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教員のグレードアップおよび再養成 地域センター表 
１機関 
 機関名 地域 養成分野 
1 中等専門教育開発研究所（IDSSVE） 
本部および再訓練学部 

全国 学校経営、思想・倫理、情報学など 

 
6地域の７職業高等学校（professional college: PC） 
 大学名 地域 PC名 養成分野 
1 カラカルパク国
立大学 

カラカルパキスタン自

治共和国、ホレズム州

ヌクス工科 PC 製菓、製パン、めん製造、食品

製造機械の維持管理と修理 
ナマンガン工学

教育大学 
ホジャ工業、通信

PC 
縫製工業、金属加工 2 

 
3 フェルガナ工科
大学 

アンディジャン州、 
フェルガノ州、 
ナマンガン州 コーカンドサービ

ス業 PC 
外食産業、家電修理 

4 ブハラ食品及び
軽工業技術大学 

ブハラ州、 
ナボイ州 

ブハラ建設公共サ

ービス PC 
ガスシステム機材組立修理、送

配電網関係機材の構築・組立 
5 カルシン技術経
済大学 

カシュカダリア州、 
スルハンダリア州 

カルシン工科 PC 金属加工、ガス供給システム機

材組立・修理 
6 サマルカンド国
立建築建設大学 

サマルカンド州、 
ジザク州 

ウルグート建設お

よび民族工芸 PC 
建設仕上げ業、指物、大工、床

張 

7 タシケント化学
技術大学 

タシケント州、 
タシケント市、 
シルダリヤ州 

タシケント技術

PC 
製菓、製パン、めん製造、食品

製造機械の維持管理と修理 

（出所）CSSVE資料 
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CSSVE年間予算 

（単位：千スム） 

1999年 2000年 2001年  

計画 実績 計画 実績 計画 実績 

 人件費 6764.0 7464.0 11020.0 11020.0 6807.3 6205.1 

 奨学金       

 児童手当（2歳まで）     115.0 121.9 

グループⅠの合計 6764.0 7464.0 11020.0 11020.0 6922.3 6327.0 

 雇用主の控除金（積立金）合
計 2604.0 2863.0 4365.0 4365.0 2573.9 2464.7 

グループⅡの合計 2604.0 2863.0 4365.0 4365.0 2573.9 2464.7 

出張費合計 1990.0 1990.0 4291.5 4291.5 3726.0 3726.0 

光熱費       

 電気       

 天然ガス       

 石炭       

 給湯と暖房       

 水道と下水       

 清浄、ゴミ出し、燃料代、そ
の他（ガソリン代除く）       

電話等、通信代 1880.0 4594.0 7724.5 7724.4 1166.0 1166.0 

簡単な修理     5204.0 1534.2 

建物の維持管理、賃貸料 合計 28326.0 24923.4 45686.0 45686.0 383360.6 335228.9

 自動車等乗物の維持、管理、
賃貸料       

 その他のサービス 5630.0 4983.0 7775.0 7775.0 1336.0 1336.0 

 ガソリン等   244.0 244.0 954.6 954.6 

 教育費     20115.0 20115.0 

 地質調査代       

その他のサービスに対して 22696.0 19940.4 37667.0 37667.0 360955.0 312823.3



機材購入、ランニングコスト 
合計 9132.0 9372.0 8342.0 8342.1 710186.0 708186.0

 機材、事務機、在庫品、資材
文具等 9132.0 9372.0 5170.0 5170.0 708186.0 708186.0

 食料品       

 医薬品、包帯等       

 衣類、寝具、靴、制服、備品     2000.0  

 その他の材料等   3172.0 3172.1   

その他の経費     5500.0 5500.0 

助成金 合計       

 非国営企業への助成金       

 金融機関への助成金       

 企業の損失補填への助成金       

 その他の企業への助成金       

非営業組織への当座振替       

家計への当座振替       

 公共サービス補助       

 その他の家計補助       

固定資産購入費  10653.4   994121.0 994121.0

生産部門の大規模修繕       

非生産部門の大規模修繕       

購入       

 国家用備蓄品購入       

 その他の備蓄品の購入       

土地などの購入       

その他の資本移譲       

グループⅣの合計 41,328.0 51,532.8 66044.0 66044.0 2103263.6 2049462.1

使わなかった予算      54506.0 

合計 50696.0 61859.8 81429.0 81429.0 2112759.8 2112759.8
(2112869)

（出所）CSSVE資料 
（注） 2001年については表中の数値と合計が合わないため、当方計算による結果をカッコ内に示した。 



別添資料 16 
 PC教頭（生産実習担当）グレードアップ研修カリキュラム 

No. モジュール 時 間 小（細分化）モジュール 

1 思想と啓蒙 24 

1. ウズベキスタンにおける民主主義社会建
設の理論と実践(6) 

2. 民族独立の目的(6) 
3. ラテンアルファベット(12) 
*カッコ内時間数（以下同） 

2 経済と法律 12 1. 市場経済の基礎(6) 
2. 労働法(6) 

3 情報技術（IT） 12 情報学の基礎とコンピュータ作業 

4 職業教育における 
環境保全と労働保護 12 

1. 環境のカテゴリーとシステム 
2. 職業教育の影響と職業活動 
3. 環境産物生産原則 
4. 環境カリキュラム教授法 
5. 実習棟とラボの廃棄物除去とリサイクル
（1.～5.で 6時間） 

6. 危険度の分類 
7. 有害物質の危険度 
8. 爆発と火事 
9. 電気関係の危険度 
 （6.～9.で 6時間） 

5 教育課程編成と 
生産の企画と実施 12 

1. テクニカル・クライテリアに基く実習棟設
立組織化とマネジメント 

2. 経済的観点に基く実習棟の設立とマネジ
メント 

3. 環境性に基く実習棟設立とマネジメント 
4. 人間工学の観点からみた実習棟設立（オー
ガナイズ）とマネジメント 

5. 労働安全対策（国内及び国際基準） 
（1.～5.で 12時間） 

6 職業教育における 
マネジメントとマーケティング 18 

1. マネジメント 
2. マーケティング 
3. 設計プラン、資材補給計画、資材一覧表 
4. 計算法 
5. マーケティングの手法 
 （1.～5.で 18時間） 

7 職業教育の近代的手法 24 

1. 実習指導 
2. 4段階法 
3. 実習におけるプロジェクト・メソッド 
4. 実習におけるマニュアル・テキストの方法
5. 自習 
 （1.～5.で 24時間） 

8 ウズベキスタンにおける 
職業教育発展の展望 12 

1. ウズベキスタン職業教育改編の持つ国家、
地域及び国際的意味 

2. 新職業の分類と基準化 
 （1.～2.で 6時間） 
3. 職業分類と労働市場のマッチング 
4. 職業教育の文書化とその発達の評価 
 （3.～4.で 6時間） 

9 意見交換 12 

下記 1～3についての意見交換： 
1. 生産の組織化 
2. 受注 
3. 見本市の編成（展覧会） 

10 校外学習 6 グループ管理 

 （出所）IDSSVE資料 



   

IDSSVE校長コース修了証書 
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     （出所）JICA（小野健一）2001．総合報告書（第一資料は IDSSVEより入手） 
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IDSSVE年間予算 

（単位：千スム） 

2000年 2001年 2002年  

計画 実績 計画 実績 計画 実績

 人件費 20465.3 20465.3 30154.8 30154.8 30154.8 - 

 奨学金 795.5 795.5 1155.7 1155.7 1155.7 - 

 児童手当（2歳まで） 457.5 457.5 547.2 547.2 547.2 - 

グループⅠの合計 21718.3 21718.3 31857.7 31857.7 31857.7 - 

 雇用主の控除金（積立金）合
計 8226.2 8226.2 12061.6 12061.6 12061.6 - 

グループⅡの合計 8226.2 8226.2 12061.6 12061.6 12061.6 - 

出張費合計 8165 8165 30611 24500 30611 - 

光熱費 7077 7077 13922 13922 19490.8 - 

 電気 1890 1890 2783 2783 3896.2 - 

 天然ガス 210.6 210.6 121 121 169.4 - 

 石炭       

 給湯と暖房 4054.8 4054.8 8067 8067 11293.8 - 

 水道と下水 700 700 1651 1651 2311.4 - 

 清浄、ゴミ出し、燃料代、そ
の他（ガソリン代除く） 221.6 221.6 1300 1300 1820 - 

電話等、通信代 842 842 1443 1443 7215 - 

簡単な修理 1200 1200 6210 4500 13500 - 

建物の維持、管理、賃貸料 合
計 3166 3166 18091.7 18091.7 98882.6 - 

 自動車等乗物の維持、管理、
賃貸料       

 その他のサービス 420 420 1898.7 1898.7 5696 - 

 ガソリン等 396 396 1142.2 1142.2 3426.6 - 

 教育費   2976 2976 29760 - 

 地質調査代       

その他のサービスに対して 2250 2250 12074.8 12074.8 60000 - 



機材購入、ランニングコスト 
合計 5034 5034 10029 10490.9 99100 - 

 機材、事務機、在庫品、資材
文具等 2034 2034 5348 5809.9 17000 - 

 食料品       

 医薬品、包帯等       

 衣類、寝具、靴、制服、備品 3000 3000 2381 2381 70000 - 

 その他の材料等   2300 2300 12100 - 

その他の経費       

助成金 合計       

 非国営企業への助成金       

 金融機関への助成金       

 企業の損失補填への助成金       

 その他の企業への助成金       

非営業組織への当座振替       

家計への当座振替       

 公共サービス補助       

 その他の家計補助       

固定資産購入費   20450 20000 30000 - 

生産部門の大規模修繕       

非生産部門の大規模修繕 15000 15000 24250 20219.7 130000 - 

購入       

 国家用備蓄品購入       

 その他の備蓄品の購入       

土地などの購入       

その他の資本移譲       

グループⅣの合計 40484 40484 125006.7 113167.3 428799.4 - 

使わなかった予算       

合計 70432.5 70432.5 168926 157086.6 472718.7 - 

（出所）IDSSVE資料 
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Important Questions to be answered by CSSVE 
 
Please answer the questions below in a written form in English by Feb. 4, 2002. 
1. What are the criteria of selecting the 7 professional colleges in 6 regions? 

- How and why did you select each of them?        （PC 7校の選定基準） 
 

2. How will the 7 PCs differ from the six “O&M professional colleges” that will function 
as instructor training centers?  Have you already submitted a plan for effective 
utilization of six O & M centers to JBIC?   If yes, please submit us a copy. 
（JBICが対象とする50校のうち instructor training centersとされた6校と上記PC 7
校との違い） 

 
3. If the equipment donated by Japan is located in the 7 PCs, who will own the 

equipment?                         （機材の所有権） 
1. CSSVE    2. IDSSVE    3. Upgrade Faculty of University    4. PC 

4. If the equipment donated by Japan is located in the 7 PCs, who will be responsible 
for the maintenance of the equipment and its cost?    （機材の維持管理体制） 

1. CSSVE    2. IDSSVE    3. Upgrade Faculty of University    4. PC 
 
5. Who will give a theoretical lecture to PC teachers for upgrading at a PC? 

1. University professor     2. Other PC teacher         （座学の講師） 
3.Engineer from factory or kombinat  

- Who will pay for the fee to a lecturer? 
1. CSSVE    2. IDSSVE    3. PC 

6. Who will give hands-on instruction with equipment to PC teacher for upgrading at a 
PC?                              （実習の講師） 

1..Engineer from factory or kombinat     2. Other PC teacher  
3. University professor    

- Who will pay for the fee to an instructor? 
1. CSSVE    2. IDSSVE    3. PC 

 
7. By the name of whom will the certificate be awarded to trainees who successfully 

completed an upgrading course?              （修了証書の発行機関） 
1. Ministry   2. CSSVE    3. IDSSVE    4. Upgrade Faculty of University 
5. PC 

 
8. Please submit the list of; (by Feb.1, 2002)             （機材リスト） 

1) the equipment that each of 7 PCs currently possesses, and 
2) the equipment that each of 7 PCs would like to possess for  upgrading PC teachers. 

 
Thank you very much. 
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